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真夏の自転車耐久レース

　夏の恒例イベントとなっている自転車耐久レースが、
筑波サーキット（村岡）を会場に開催され、県内外から
集まった約1,000人の選手がタイムなどを競いました。
　このレースは、一般社団法人ルーツ・スポーツ・ジ
ャパン（東京都）が主催し、2015年から開催されてきま
した（2020年は新型コロナの影響により中止）。今年も
快晴の夏空の下、９時間耐久、99㎞チャレンジ、99分
チャレンジなどのレースが開催され、選手たちがサー
キット場を疾走していました。

大宝八幡宮で「風鈴まつり」開催中
８月１日～31日

　今年で３回目となる大宝八幡宮「風鈴まつり」が開
催中です。境内に飾られている約1,000個の風鈴は、そ
の購入者が絵付けをしたもので、季節の風物やアニメ
のキャラクターなど、思い思いの絵付けがされていま
した。
　期間中は、午後９時頃までライトアップされます。
風鈴まつりの動画については、こちらのＱＲコードか

７月９日「９極の耐９in筑波サーキット」を開催

小学校教師がＪＩＣＡ海外協力隊員としてパラオ共和国に派遣
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表敬訪問

境内に涼やかな音色を響かせている風鈴 9時間耐久レースに挑む選手

　下妻市立下妻小学校の酒寄真成さんが、青年海外協
力隊員としてパラオ共和国に派遣されることとなり、
７月14日、市役所本庁舎を訪れ、派遣の報告をしまし
た。派遣先はパラオのコロール島にあるイボバン小学
校で、６～14歳までの児童約10人が学んでいます。酒
寄さんはこの小学校で同じく教師として２年間勤務し
ます。
　派遣に当たり酒寄さんは「現地には教員免許制度が
ないため、多くの教師が効果的な指導法を学ばず教壇
に立っているとのことですので、これらの改善につい
ても力になりたいです」と話していました。

パラオ共和国の場所を示す酒寄さん（左）と齋藤副市長（右）

パラオの観光名所「セブンティアイランド」

　パラオは、日本から約3,000㎞南にあります。グア
ム・サイパンに近く、南北約640㎞にわたって散在す
る586もの島々からなる国ですが、人が住んでいるの
は９島のみです。国土の面積は鹿児島県の屋久島とほ
ぼ同じで、総人口は約２万人。
　第一次世界大戦後、日本はドイツからパラオの統治
を引き継ぎ、第二次世界大戦の終わりまで続きました。

らご覧になることができます。なお、会場
にお越しの際は、熱中症と新型コロナウイ
ルス対策に留意してください。

この間、数万人の日本人が
生活し、農業や漁業、養殖
業などを営んでいました。
このため、現在に至るまで
パラオの言語や文化には日
本の影響が見られます。

企業との連携  企画課　  43－2113　  43－1960

下妻市工業団地立地企業連絡協議会設立総会を開催

■　出展企業　■
ＥＬＡＰＳＣ合同会社　ＳＭＣ株式会社　株式会社オートウェイ　カルビー株式会社　株式会社三五関東
純正化学株式会社　城山工業株式会社　新光電子株式会社　東洋硝器株式会社
日本コアー株式会社　フジパン株式会社　丸宇木材市売株式会社　株式会社ＬＩＸＩＬ

下妻市合同企業説明会を初開催

設立総会に当たり自社紹介をする各企業の担当者

企業の説明を聞く参加者 各企業のブースを回る参加者

　６月28日、行政と企業および企業間の連携強化を目的に、市内９つの工業団地に立地する企業19社が参加し、
「下妻市工業団地立地企業連絡協議会」を設立しました。

　７月16日、市とハローワーク下妻の共催による「下妻市合同企業説明会」を、下妻市総合体育館で開催しま
した。
　同説明会は、「下妻市工業団地立地企業連絡協議会」の事業の一つとして会員企業を中心に13社が出展し、各
企業の雇用確保を目的としたもので、市としては初めての取り組みになります。
　会場には、高校生や大学生、その保護者、一般求職者など約140名が足を運び、真剣なまなざしで各企業の
説明を聞いていました。参加した高校生の吉
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カオリさんは「気になる企業の話が聞け、仕事の内容が分かっ
たので、将来を決めていく上で有意義でした」と話していました。また、市内から参加の高校生は「市内に多
くの企業があると分かりました。これまで知らなかった企業の話も聞けて、就職に向けての参考になりました」
と就職に意欲を見せていました。
　市は、これまで企業誘致に力を注いできましたが、こうした合同企業説明会の開催を通して、立地した企業
の雇用などのサポートをするとともに、移住・定住の促進、まちの発展や活性化につなげていき、持続可能な
まちづくりを進めていきます。

　同日に行われた設立総会で菊池市長は「雇用創出・
若者の移住・定住につなげていくためには、新規の工
業団地の整備とあわせ、現在、工業団地に立地してい
る企業へのフォローアップを強化していくことが重要
と考え、協議会を設立した。この協議会が、各企業に
とって有益なものとなるよう努めていきたい」と挨拶。
参加企業からは「協議会に非常に期待している」「この
ような協議会ができたことで、非常に楽しみにしてい
る。色々と意見交換をしていきたい」との感想があり、
名刺交換など、企業同士での活発な交流が行われてい
ました。
　同協議会では、今後、参加企業からの要望なども取
り入れながら、行政や企業相互の情報交換、雇用対策
などを実施していく予定です。


